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 ■
 徘
徊
高
齢
者
の
位
置
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
　
　
■
 健
康
課
介
護
保
険
係
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
内
線
２
５
４

　
町
で
は
、認
知
症
な
ど
で
徘
徊
し
、行

方
不
明
に
な
っ
た
高
齢
者
を
早
期
に
保
護

す
る
た
め「
徘
徊
高
齢
者
位
置
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
」を
４
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、徘
徊
行
動
が
み
ら
れ
る
高

齢
者
の
家
族
や
介
護
者
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ（
※
）

機
器
を
貸
与
し
、高
齢
者
が
行
方
不
明

に
な
っ
た
場
合
、家
族
か
ら
の
依
頼
を

受
け
て
高
齢
者
の
い
る
場
所
を
人
工

衛
星
で
確
認
し
、居
場
所
の
地
図
情
報

を
家
族
に
　
時
間
３
６
５
日
メ
ー
ル
な

２４

ど
で
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
対
象
は
町
内
に
住
む
認
知
症
に
よ

る
徘
徊
行
動
の
お
そ
れ
が
あ
る
高
齢

者
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
家
族
や
介

護
者
で
、自
己
負
担
は
月
額
千
円
で

す
。（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
靴
に
設
置
す
る
場

合
は
別
途
実
費
が
か
か
り
ま
す
）

　
ま
た
、昨
年
　
月
に
富
岡
警
察
署
と

１２

管
内
４
市
町
村
と
で
行
方
不
明
者
対

策
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
事
前
に

高
齢
者
の
情
報
を「
上
州
く
ん
安
心
・

安
全
メ
ー
ル
」に
登
録
し
て
お
く
こ
と

で
、警
察
署
と
連
携
し
捜
査
の
協
力
が

得
ら
れ
、よ
り
早
期
に
保
護
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

※
Ｇ
Ｐ
Ｓ
…
人
工
衛
星
を
利
用
し
た
位

　
置
情
報
計
測
シ
ス
テ
ム

<事前登録のみの場合> <位置情報サービス（ＧＰＳ）利用の場合>

徘徘徊徊でで行行方方不不明明ににななっったた場場合合のの対対応応

家族・介護者

富岡警察署

上州くん
安全・安心メール

甘楽町役場

防 災 行 政
無 線 放 送

富岡警察署 家族・介護者

メール配信

登 録 者

町民ほか

サービス委託事業者

家族・介護者

祉

祉 祉

祉

祉

祉

祉

祉家族・介護者

警　　　   察

祉

祉

祉

行方不明届 位置情報等提供

家族による
捜索などが
できない場合

保　護

祉Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
発
見
で
き
な
い
場
合

家族による

位置確認が

できる場合

通報
保護・連絡

登録情報・
顔写真の配信 祉

祉保護祉

ＧＰＳ機器本体

　　サイズ 幅４４㎜×厚さ１２㎜　重さ３０g

小型・軽量なのでベルトに

装着したり、巾着に入れる

などお守りとして携帯する

ことができます。

お出かけ用の靴

の中敷き内に入

れて利用するこ

とができます。

徘徊する高齢者の居場所を　　　でお知らせしますＧＰＳ

祉
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 ■
 国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
　
　

◎行政相談委員の活動

　皆さんの相談相手として、国税・

登記などの国の業務、町が国から

委任や補助を受けて行っている

国民年金・生活保護などの業務に

ついての苦情・要望・意見などを

受け付けています。

　相談は無料で秘密は厳守されます。

◎行政相談日　毎月１０日と２５日

　　　　　　　午後１時～３時

　（土・日・月・祝日の場合は翌日、町民カレンダー

　に掲載しています）

◎相談場所　　甘楽町公民館

◎問合せ先　　住民課住民係　内線２６４

　古舘均司さん（天引）が、

平成２９年４月１日付けで総

務大臣から行政相談委員に

委嘱されました。

　古舘さんは再任で９期

目。「その人の立場になっ

て、一緒に問題を解決した

い」と話しています。

　任期は平成３１年３月３１日

までの２年間です。　

古舘さんが
行政相談委員に再任

毎月
第１日曜日
家庭の日

「
ね
え
、
聞
い
て
」　
話
し
て
広
が
る
　
家
族
の
輪
  （
福
島
小
６
年
　
武
田
夏
帆
）

あ
た
た
か
い
　
家
族
の
ぬ
く
も
り
　
ほ
っ
と
す
る
  （
甘
楽
中
１
年
　
山
田
千
聖
）

　
甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

平
成
　
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の

２８

最
優
秀
賞
作
品
で
す
。 （
学
年
は
　
年
度
・
敬
称
略
）

２８

青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少青少推推推推推推推推推推推
　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
）・
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
る
年
金

額
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き

よ
り
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
　
年
以

１０

内
（
例
え
ば
、
平
成
　
年
４
月
分
は
平

２９

成
　
年
４
月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
、
さ

３９
か
の
ぼ
っ
て
納
付（
追
納
）す
る
こ
と
が

で
き
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け

ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て

３
年
度
目
以
降
に
追
納
さ
れ
る
と
、
当

時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
目
の
追
納

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
追
納
し
た
い
場
合
に
は
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
、
住
民

係
ま
た
は
高
崎
年
金
事
務
所
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

〈
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

　
　
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
　

　
　（
年
金
手
帳
な
ど
）

　
　
認
め
印

  注
意
事
項
 

・
お
申
し
込
み
に
よ
り
、
納
付
書
が
発
 

　
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
納
付
書
に

　
よ
り
お
支
払
い
し
て
い
た
だ
き
ま
す

　（
口
座
振
替
な
ら
び
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

　
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
）。

・
承
認
な
ど
を
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

　
原
則
古
い
期
間
か
ら
納
付
し
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
人
へ

保
険
料
の

保
険
料
の
追追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

　年金に関する問合せは…

　　　　　　　　　町住民課住民係　内線２６４

　　　　　　　　　高崎年金事務所　察０２７‐３２２‐４２９９（代表電話）

町政の動き
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  ■
 旧
小
幡
藩
武
家
屋
敷
　
松
浦
氏
屋
敷
を
紹
介
し
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
 社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
　
内
線
５
２
３

　　
名
勝
楽
山
園
よ
り
約
３
０
０
ｍ
南
方

に
位
置
す
る
松
浦
氏
屋
敷
は
、主
屋
・
庭

園
・
小
堰
な
ど
が
江
戸
時
代
か
ら
残
っ

て
お
り
、小
幡
藩
上
級
武
士
の
屋
敷
構

え
を
良
好
に
伝
え
る
県
内
で
も
希
少
な

建
物
で
す
。

　
松
浦
氏
は
、
小
幡
藩
中
老
を
務
め
た

４
代
元
寛
が
職
を
退
い
た
慶
応
３
年

（
１
８
６
７
）頃
に
こ
の
屋
敷
を
賜
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
武
士
の
生
活
環
境
と
当

該
地
域
の
歴
史
を
知
る
上
で
、学
術
的

　
武
士
の
暮
ら
し
を
垣
間
み
る

　
 
松
浦
氏
屋
敷

　
庭
園
に
あ
る
ひ
ょ
う
た
ん
形
の
池

は
、逆
勾
配
の
矢
羽
橋
分
水
か
ら
工
夫

を
凝
ら
し
て
、水
を
引
き
入
れ
て
い
ま

す
。
座
敷
よ
り
望
む
山
々
が
借
景
を
構

成
し
、庭
園
美
の
極
み
と
言
え
ま
す
。

◆
見
学
は
無
料
で
す
の
で
、小
幡
藩
上

　
級
武
士
の
趣
の
あ
る
屋
敷
に
多
く
の

　
皆
さ
ん
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。　
　

庭
　
園

　
平
成
　
・
　
年
度
に
か
け
て
、復
原
的

２７

２８

整
備
を
行
い
、３
月
　
日
か
ら
一
般
公

１９

開
を
再
開
し
た
旧
小
幡
藩
武
家
屋
敷
松

浦
氏
屋
敷
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

概
　
要

建
　
物

価
値
は
極
め
て
高
く
、後
世
に
引
き
継

ぐ
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　
建
物
は
、解
体
調
査
し
、使
用
で
き
る

材
料
を
選
別
し
、再
建
築
し
た
江
戸
時

代
末
期
の
総
茅
葺
の
建
物
で
す
。

　
屋
内
は
、土
間
、板
の
間
、中
の
間
、奥

の
間
と
続
き
、往
時
の
武
士
の
暮
ら
し

ぶ
り
を
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。

指　定

　群馬県指定史跡　平成９年３月２８日

所在地

　甘楽町大字小幡７３４番地１

開館時間

　３月～１０月／９時～１７時

　　　　　　（入館は１６時３０分まで）

   １１月～ ２月／９時～１６時

　　　　　　（入館は１５時３０分まで）

休館日　

　年末・年始（１２月２９日～翌年１月１日）

入館料　無料　

 中の間
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町政の動き

　子育てサロン「さくらんぼ」と「すくすく広場」はみなさんが子育てを楽しめるように、

さまざまな活動を通して民生委員・児童委員、保育士、保健師が応援する場です。

　昨年は、たくさんの親子に参加していただき、にぎやかな交流ができました。今年度

の日程と内容は下の表のとおりです。ぜひお出かけください。

■問合せ先　健康課福祉係（さくらんぼ）内線２５６・保健係（すくすく）内線２５２

葛時　間　　午前１０時～１１時３０分
葛対　象　　入園前の子とその親や家族
葛参加費　　無料（参加費や材料費が必要な行事もあります）

子どもと一緒に遊びにおいでよ！

第４火曜日第２火曜日日程

内　容日内　容日月

擦お散歩（しゃぼん玉を飛ばそう）２３風船であそぼう９５月

おむすびを作ろう２７ぺタペタあそび１３６月

水あそびのおもちゃを作ろう２５親子でリズムあそび１１７月

粘土あそび２２魚つり８８月

お月見団子を作ろう２６新聞紙であそぼう１２９月

ハロウィンの変装をしよう２４察お散歩（秋を見つけよう）１０１０月

もうすぐクリスマス　２８秋の飾りを作ろう１４１１月

★　お休み　 ★２６拶クリスマス会（有料・要申込）１２１２月

鬼のお面を作ろう　２３凧を作ってあそぼう　９１月

親子でリズムあそび２７ちぎってあそぼう１３２月

★　お休み　 ★２７大きくなったね、おめでとう１３３月

　　　　　　　　場所

すくすく広場

広
げ
よ
う
　
地
域
に
根
ざ
し
た
　
思
い
や
り

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
　
５
月
　
日（
金
）

　１２

第３水曜日第１水曜日日程

内　容日内　容日月

読み聞かせ・自由遊び

※５月１７日は保健センター

１７ ★　お休み　★３５月

２１紙芝居７６月

１９七夕飾り作り５７月

★　お休み　 ★１６ボールで遊ぼう２８月

読み聞かせ・自由遊び

２０親子で遊ぼう６９月

１８ミニ運動会4１０月

１５楽器を作って遊ぼう１１１月

★　お休み　 ★２０★　お休み　 ★６１２月

かるた遊び・読み聞かせ１７★　お休み　 ★３１月

おひなさま作り２１
読み聞かせ・自由遊び

７２月

★　お休み　 ★２１７３月

ら・ら・かんら　２階場所

さくらんぼ

　　　　　　　　　保健センター　２階

（擦甘楽総合公園／察甘楽ふれあいの丘／拶ら・ら・かんら）

５月１２日～
５月１８日
活動強化
週　間

　☆子どもの遊び友だちがほしい

　☆子どもと一緒に楽しく遊びたい

　☆他のお母さんと話をしたい

　☆気分転換をしてストレスを発散させたい

　☆子育ての悩みを相談したい

こんな気持ちを

お持ちの人は、

ぜひ、おでかけ

ください！
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|

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
行
く

|

　「
甘
楽
町
と
の
出
会
い
」

萩原　涼平

　（（仮仮称称））甘甘楽楽ＰＰＡＡスマースマートトＩＣＩＣ
第３回準備会を開催しまし　　　　第３回準備会を開催しましたた

　３月２２日、上信越道甘楽ＰＡのスマートＩＣについて、町と

国土交通省高崎河川国道事務所は第３回目となる準備会を

役場会議室で開きました。

　今回の準備会では、甘楽ＰＡスマートＩＣのコスト縮減や整

備効果について、協議・検討が行われました。今後も効率的な

準備、検討を進めていきます。 　　　事業化に向け協議する関係者

パーキングエリア インターチェンジ

町
民
の
皆
さ
ん
が「
甘
楽
町
に
来
て

く
れ
て
よ
か
っ
た
」と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　   
   

    
    

    
    

    
      

      

   
　　

現
在
は
、私
が
テ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
福
祉
事
業
を
形
に
し
、甘

楽
町
で
運
営
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。活
動
を
進
め
る
に
あ
た

り
、皆
さ
ま
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ

き
、支
え
ら
れ
、本
当
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
今
年
度
も
精
い
っ
ぱ
い
、頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
今
後

と
も
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　

皆
さ
ま
か
ら
色
々
な
事
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。自
分
の
町
に
誇
り
を
持

ち
、他
者
を
受
け
入
れ
る
寛
容
さ
に
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
昨
年
一
年
間
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
の
活
動
は
、町
の
イ
ベ
ン
ト
の

手
伝
い
、空
き
家
対
策
関
連
の
調
査
、シ

ニ
ア
の
方
々
に
ス
マ
ホ
を
基
礎
か
ら
教

え
る「
ス
マ
ホ
サ
ロ
ン
」の
実
施
な
ど
を

行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、前
年
度
で
得
た
つ
な
が

り
を
土
台
に
し
て
、
少
し
で
も
貢
献
し

　
甘
楽
町
の
人
々
と
出
会
い
、移
住

し
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。思

え
ば
一
年
半
前
、東
京
に
住
ん
で
い

る
時
に「
地
域
で
挑
戦
し
、人
の
役
に

立
ち
た
い
」と
考
え
て
い
ま
し
た
。そ

ん
な
と
き
に
、甘
楽
町
が
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
募
集
を
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。募
集
地
域
は
他
に

も
あ
っ
た
の
で
す
が
、織
田
信
雄
が

統
治
し
た
地
で
あ
り
、小
幡
の
町
並

み
や
雄
川
堰
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、実
際
に
足
を
運
び
、さ
ま
ざ
ま
な

場
所
を
見
に
行
き
、風
光
明
媚
で
歴

史
や
文
化
を
大
切
に
し
て
い
る
甘
楽

町
を
と
て
も
気
に
入
り
応
募
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
任
命
さ

れ
、町
に
移
住
し
て
か
ら
は
、何
も
わ

か
ら
な
い
中
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の

スマホサロンの様子

イベントで活動

町政の動き
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４月１０日は
「交通死亡事故ゼロゼロ
を目指す日」です

　春の全国交通安全運動が実施され、町内各

地で町交通対策協議会、交通指導員、富岡警

察署の皆さんが交通安全を呼びかけました。

春の全国交通安全運動

４月６日～４月１５日

４月１３日、園児や保護者を対象に交通講話や横断歩

道の渡り方を学びました（小幡幼稚園）

４月１４日、ドライバーに対しチラシや啓発品を配布

し、「交通死亡事故ゼロを目指す日」の周知と安全運

転を呼びかけました（福島交差点）

４月１２日、慣れない通学路での安全な登下校や正しい

自転車の乗り方などの指導を行い、通学時の交通事故

防止を呼びかけました（甘楽中学校）

環 境 保 健 協 会
か ら の お 知 ら せ

vol. ９８

　１２回目となる「町内一斉ごみゼロの

日」が５月２８日（日）に実施されます。

　地域に捨てられているごみ拾いに取

り組み、環境を守る意識を高め、一人ひ

とりの自主的、継続的な活動へとつなげ

ることを目的としています。

　

　各行政区で決めたさまざまな取り組み
に、大勢の皆さんの参加をお願いします。

■問合せ先  健康課環境係　内線２５１

みんなでつくる
きれいな甘楽町
～町内一斉ごみゼロの日は５月２８日～

１区

２７区

粗
大
ご
み
は
処
分
場
へ

【昨年の取り組み】


